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宮城県沿岸域現地連絡調整会議

　　　　　　　　　会　場：東北地方整備局　大会議室

　　　　　　　　　日　時：平成24年５月３０日(水)　14:00～



宮城県沿岸域現地連絡調整会議の経緯　[震災後の対応について]

２０１１年　３月１１日
東北地方太平洋沖地震　発生

（地震・津波による壊滅的な被害が発生）

「宮城県沿岸域連絡調整会議」を設立
壊滅的な被害を受けた沿岸部一体については、海岸保全施設の復旧のみならず、内水対策を含めた面的な対応が必要であることから、関係機関
相互が情報共有・連絡調整を図りつつ早期復旧を目指すために、調整会議を設立

２０１１年　４月１１日 （発災から１ヶ月）

「仙台湾沿岸低平地の浸水被害軽減に向け
た取組み」
仙台湾沿岸低平地は従来から浸水しやすい地形
条件であったが、東日本大震災による堤防や排
水路の損傷・排水機場の壊滅的な被害・広範囲
な地盤沈下により、降雨時に水が貯留しやすい
状態。これに対して、出来るだけ被害の軽減を
図るために、関連機関が連携して７つの取り組
みを実施

２０１１年　５月３０日 （発災から２ヶ月半）

「宮城県沿岸の海岸堤防高さ」の設定
①全ての海岸で同じ考え方（設定基準）により、一定の安全水準を確保
②頻度の高い津波を対象に、海岸堤防によるせり上がりを考慮して、設計津波の水位を設定
③海岸の利用や環境・景観・経済性・維持管理の容易性などを総合的に考慮して堤防高さを設定（所管省庁等間で整合性を確保）

２０１１年　９月　９日 （発災から半年）

【関係機関の連携による7つの取り組み】
①大雨警報等、警報・注意報の発表基準の引き下げ
②堤防・水門等の応急復旧、地盤沈下が著しい箇所の土のう積み
③排水機場の仮復旧
④排水路の応急復旧及びがれき撤去
⑤水防活動の基準を厳しく設定し、大型土のう等を予め製作・備蓄
⑥仮設ポンプの設置、排水ポンプ車の広域配備による迅速かつ機動的な支援
⑦浸水リスクマップの公表、浸水センサーの設置及びメール等による浸水情
　報の提供
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１，平成24年度　出水期に向けた浸水被害軽減に関する取り組み

　仙台湾沿岸低平地は東日本大震災による堤防や排水路の損傷・排水機場の壊滅的な被害・広範囲な地盤沈下により、降雨時に水が貯
留しやすい状態となっていました。これに対して、「宮城県沿岸域現地連絡調整会議」では出来るだけ被害の軽減を図るために、関連
機関が連携した取り組みを実施してきました。今回の会議では、震災から約1年が経過し2度目の出水期を向かえるにあたり、関係機関
により進められた復旧事業の状況（浸水被害軽減に向けた取り組み）について取りまとめ、確認・調整を行うものである。

（復旧進捗による浸水リスクの低減）

（不足する排水能力への対応）

【平成24年度　一定の安全度を確保するための取り組み】

【平成24年度の主な取り組み】 【項目に関する添付資料の概要】

①，堤防等の復旧
　（災害リスクの低減）

②，排水施設の復旧
　（浸水リスクの低減）

③，浸水リスクマップ
　の更新・公表

④，排水ポンプ車及び
　　仮設ポンプの配備

各機関による復旧状況と今後の予定
・海岸堤防(建設･農地･漁港)　・河川堤防　・海岸防災

排水施設の復旧状況と今後の予定
・排水機場

排水施設復旧を考慮した、浸水リスクマップの更新
・5月30日時点

不足する排水能力に対する排水ポンプ車等の配備状況
・排水ポンプ車及び仮設ポンプ配備状況
・5/３出水対応状況（東北整備局）

【H23年度　各機関の連携による7つの取り組み】
1,大雨警報等、警報・注意報の発表基準の引き下げ　　　　・・・・・・・・・→
2,堤防・水門等の応急復旧、地盤沈下が著しい箇所の土のう積み　・・・・・・→
3,排水機場の仮復旧　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・→
4,排水路の応急復旧及びがれき撤去　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・→
5,水防活動の基準を厳しく設定し、大型土のう等を予め製作・備蓄　　・・・・→
6,仮設ポンプの設置、排水ポンプ車の広域配備による迅速かつ機動的な支援　・→
7,浸水リスクマップの公表、浸水センサーの設置及びメール等による浸水情　・→
　報の提供

　　　【昨年度の成果及び状況など】
実施済（継続）
実施済（継続）
実施済（各機関において本復旧に着手）
実施済（各機関において本復旧に着手）
実施済（継続）
実施済（継続）
実施済（継続）
※必要な対応を継続しつつ、安全確保に向けて取り組む
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１，仙台湾南部海岸復旧状況

　
　 ▽高潮防御高

(T.P+2.0)

大型土のう（耐候性）

既設

ブロック張

既設流出

▽高波防御高（T.P.+3.8～6.2m)

盛土

緊
急
復
旧

▽高潮防御高

(T.P+2.0)

大型土のう（耐候性）

既設

ブロック張

既設流出

▽高波防御高（T.P.+3.8～6.2m)

盛土

緊
急
復
旧

①-1　海岸堤防の復旧状況と今後の予定（仙台湾南部海岸①） 【東北地方整備局】

①被災状況 ②緊急復旧状況

海　側陸側

【緊急復旧】　-H23.8迄に完了-
・緊急的に過去30年の最高潮位（平成18年10月、T.P+2.0m）まで復旧。
　その内、空港、下水処理施設などの”重要施設”等が存在する区間は、平
成18年10月の災害時の沖波波高（観測値）から各海岸毎に打上高を算し、
T.P.+3.8m～6.2mまで復旧。

【山元海岸（山元地区）被災状況】

【緊急復旧断面図】【山元海岸（山元地区）被災状況】

緊急復旧完了（8月
末）

岩沼海岸
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【本復旧断面図】

①-1　海岸堤防の復旧状況と今後の予定（仙台湾南部海岸②）

２，今後の予定
［本復旧］　－概ね5年間で完了予定－
　・地域の復興計画と整合を図り、概ね5年間でTP+7.2mの海岸堤防を延長約30㎞整備する。
　・重要施設保全等のための海岸堤防は、概ね2年間（平成24年度）で完成を目指す。
　・本復旧に関しては、5月時点で全７工区に着手済

【東北地方整備局】

③本復旧について

粘り強い構造：
　国総研技術速報【第１報】　配慮事項

　（参照：参考資料）

 　  　●天端被覆工の補強
 　　  ●裏法被覆工の補強（※性能規定）
       ●法留コンクリート案

年次計画
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

応急復旧

本復旧（重要施設保全等）

本復旧

海岸名

仙台湾南部海岸
◎平成25年度
末までに暫定
的な堤防高さ
で整備予定

本復旧（約30㎞）

緊急復旧

年次計画
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

応急復旧

本復旧（重要施設保全等）

本復旧

海岸名

仙台湾南部海岸
◎平成25年度
末までに暫定
的な堤防高さ
で整備予定

本復旧（約30㎞）

緊急復旧

海側陸側【本復旧位置
】

仙台海岸
深沼地区

名取海岸
閖上・北釜地区

岩沼海岸
相の釜地区

岩沼海岸
納屋地区

山元海岸
山元地区

仙台市

名取市

岩沼市

亘理町

山元町

深沼北工区

深沼南工区

閖上北釜工区

二の倉工区

蒲崎工区

笠野工区

中浜工区

●
亘理沖波高計

深沼漁港

閖上漁港

荒浜漁港

七北田川

名取川

阿武隈川

仙台空港

県南浄化センター

南蒲生浄化センター〈凡例〉
海岸堤防復旧箇所
H23～24 実施箇所

磯浜漁港

農水省施行区間
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１，河口部復旧状況

①被災状況

＜北上川＞

＜阿武隈川＞

＜名取川＞

＜旧北上川～鳴瀬川＞

北上川河口部の堤防被災状況

鳴瀬川河口部の堤防被災状況

①ｰ１ 河口部の復旧状況と今後の予定（直轄５河川①） 【東北地方整備局】
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１，河口部復旧状況

②復旧状況

２，今後の予定
～概ね５年間で完了予定～

・地域の復興計画と整合を図り、概ね５年間で河川堤防を整備する。
（平成２４年度出水期までに被災前堤防機能の確保予定）

③復旧のイメージ

【ステップ１】 ～H２３出水期までに完了（６月末）～

・被災箇所の緊急的な復旧

【ステップ２】 ～H２４出水期まで

・被災前と同程度までの堤防機能の確保（６月頃）

【ステップ３】 ～概ね５年間で完了予定～

・地域の復興計画と整合を図り、海岸堤防と一連となって効果

を発揮するよう河川堤防を整備する。

被災した堤防

ステップ１

被災した堤防

ステップ２

ステップ３

 鳴瀬川 ステップ１

 旧北上川

 北上川 ステップ２

 名取川 ステップ３

 阿武隈川

Ｈ２７

年次計画
河川名

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

鳴瀬川河口 ステップ１（緊急復旧完了）

①ｰ１ 河口部の復旧状況と今後の予定（直轄５河川①） 【東北地方整備局】
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①-２ 海岸堤防の復旧状況と今後の予定（長浜海岸）【宮城県土木部河川課】①①--２２ 海岸堤防の復旧状況と今後の予定（長浜海岸）海岸堤防の復旧状況と今後の予定（長浜海岸）【【宮城県土木部河川課宮城県土木部河川課】】

既設T.P.6.2m
復旧T.P.7.2m

長浜海岸

事業概要

復旧延長 Ｌ＝９７０．０ｍ
傾斜堤 Ｌ＝９７０．０ｍ
測量設計 １ 式

復旧工程

復旧箇所

応急復旧

長浜海岸

海岸名
年次計画

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

復旧工事

設計

復旧断面図 被災直後（H23.3.11）

応急復旧（H23.4）

※この断面構造は現在検討中で
あり，決定したものではありません。
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①-２ 海岸堤防の復旧状況と今後の予定（大谷川海岸）【宮城県土木部河川課】①①--２２ 海岸堤防の復旧状況と今後の予定（大谷川海岸）海岸堤防の復旧状況と今後の予定（大谷川海岸）【【宮城県土木部河川課宮城県土木部河川課】】

既設
T.P.6.4m

復旧
T.P.9.1m

大谷川海岸

事業概要

復旧延長 Ｌ＝４５８．０ｍ
傾斜堤 Ｌ＝４４７．０ｍ

水門 Ｎ＝ １ 基
測量設計 １ 式

復旧工程

復旧箇所

復旧断面図

応急復旧

大谷川海岸

海岸名
年次計画

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

復旧工事

設計

被災直後（H23.3.11）

応急復旧（H23.8）

※この断面構造は現在検討中で
あり，決定したものではありません。
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標準横断図（津波堤防）

現況

復旧計画高
T.P.+4.5m

現況堤防高
T.P.+2.0m～

10～20m 10～20m※この断面構造は現在検討中で
あり，決定したものではありません。

①①--２２ 河川堤防の復旧状況と今後の予定（定川）河川堤防の復旧状況と今後の予定（定川）【【宮城県土木部河川課宮城県土木部河川課】】
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南側
T.P.+7.2m

T.P.+4.0m～

現況 復旧計画

復旧計画高
現況堤防高

盛土

盛土

20～30m20～30m

（県道）

南側

標準横断図（津波堤防）

※この断面構造は現在検討中で
あり，決定したものではありません。

①①--2 2 河川堤防の復旧状況と今後の予定河川堤防の復旧状況と今後の予定 （七北田川）（七北田川）【【宮城県土木部河川課宮城県土木部河川課】】
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亘理町側名取市側

復旧計画

現況堤防高復旧計画高

現況

盛土 盛土

15～20m

※上流側から下流を見ている図です。

15～20m

T.P.+3.7
m

T.P.+2.8m

亘理町側名取市側

復旧計画

現況堤防高復旧計画高

現況

盛土 盛土

15～20m

※上流側から下流を見ている図です。

15～20m

T.P.+3.7
m

T.P.+2.8m

本復旧のイメージ
※この断面構造は現在検討中であり，

決定したものではありません。

①-２河川堤防の復旧状況と今後の予定（五間堀川）【宮城県土木部河川課】①①--２河川堤防の復旧状況と今後の予定（五間堀川）２河川堤防の復旧状況と今後の予定（五間堀川）【【宮城県土木部河川課宮城県土木部河川課】】
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荒浜漁港海岸(L=1,413m)

離岸堤 4基

施工中

堤防が流出 流出した堤防の前面に設置

○概要
荒浜漁港：宮城県亘理町、第２種、県管理
海岸延長1,047m、離岸堤5基

○応急仮工事
・工期：平成23年4月27日～平成23年12月9日
・工種：応急仮堤防工1,413m（大型土のう積工他）

位置図

荒浜漁港

仙台

宮城県

調整中

設計中

離岸堤 5基

凡 例

本復旧 施工中

本復旧 計画箇所

応急仮工事実施箇所

応急工事後被災後

１号離岸堤 被災状況

①-3 海岸堤防の復旧状況と今後の予定（荒浜漁港海岸） 【水産庁】

被災後 応急工事後
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3月12日国土地理院撮影

磯浜漁港海岸(L=810m)

○概要
磯浜漁港：宮城県山元町、第１種、町管理
海岸延長：810m

○応急仮工事
・工期：平成23年8月5日～11月2日
・工種：応急仮堤防工 489m （大型土のう積工他）

被災後 応急工事後

既設の背後及び前面に設置堤防背後の侵食と倒壊

位置図

磯浜漁港

仙台

宮城県

凡 例

本復旧 入札手続中

本復旧 計画箇所

応急仮工事実施箇所

復旧断面

工事入札手続中 設計中調整中調整中

堤防背後に発生した侵食 侵食された堤防背面に設置

被災後 応急工事後

①-3 海岸堤防の復旧状況と今後の予定（磯浜漁港海岸） 【水産庁】
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①-４　海岸堤防の復旧状況と今後の予定（亘理・山元地区農地海岸）【東北農政局】

２，今後の予定
・ 関係機関・関係者と調整しながら事業を円滑に進め概ね５年

で完成を目指す。

１，亘理・山元地区の海岸堤防の復旧状況
①被災時の状況
・亘理町・山元町の海岸は、海岸保全施設（護岸3.9km、堤防

5.8km、防潮水門２箇所、防潮樋門４箇所）が流失・崩壊・

沈下するなど広域にわたり壊滅的な被害。

・昨年５月に宮城県知事から要請をうけ、宮城県施工区域のう

ちの農地海岸部分の「鳥の海地区海岸」(3,9km)、「吉田砂

浜海岸」(3.8km)、「須賀地区海岸」(2.0km)の復旧を国が

代行して直轄事業として実施。

②応急復旧の過程
・６月に緊急応急工事に着手し、台風期に向け家屋や公共施設

を守る応急仮堤防を９月までに設置。

③本格的な復旧に向けての状況
・１月に亘理・山元土地改良建設事業建設所を開設し、本復旧

に着手。

・復旧する堤防は、最大クラスの津波に対しても粘り強さを発

揮する構造に改良。

・24年3月から海岸堤防復旧工事に着手。引き続き防潮水門復

旧工事、樋門復旧工事に着手予定。

鳥の海地区海岸

L=3.9km

吉田砂浜地区海岸

L=3.8km

須賀地区海岸

L=2.0km

亘理・山元農地海岸

（農振局所管海岸）

①全・半壊した堤防 ②牛橋防潮水門の被害状況

B=3.0m

応急仮堤防L=4,600m

完成した応急仮堤防

○被災状況

○応急仮堤防の設置
宮城県が第1STEPとして喫緊に堤防が必要な

区間（990m)に仮締切堤(TP＋2.0m)を梅雨前に設
置。引き続き東北農政局が第2STEPとして下図の
仮応急堤防を設置して災害に備えた。

○粘り強い構造で堤防を本復旧

鳥の海海岸 復旧標準断面 吉田砂浜地区、須賀地区海岸 復旧標準断面

洗掘防止

粘り強い構造で復旧

写真位置①

写真位置

②

亘理町

山元町

※詳細構造について関係機関と調整中。

TP＋5.0m
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①ｰ5　海岸堤防の復旧状況と今後の予定（深沼漁港海岸）

2，今後の予定

【仙台市】

堤内侵食

堤脚洗掘

堤防流失
流失 L=20ｍ

①被災時の状況
・堤防流失　L=20m
・法留工崩壊　L=130m
・堤脚部洗掘　L=335m
・堤内侵食　L=13m
・堤防沈下（平均沈下量約57㎝）

②応急仮復旧の状況
・堤防流失箇所復旧（捨石工、大型土のう）L=17.4m
　工事期間：H23.7.21～H23.9.9

仙台市施工

国交省施工

本復旧設計協議完了（国交省）：平成24年7月
　〃　設計協議完了（水産庁）：平成24年8月
　〃　工事発注：平成24年9月
　〃　工事契約：平成25年3月
　〃　工事期間：平成25年4月～平成26年3月

1，深沼防潮堤復旧状況
　（深沼漁港海岸）

国土交通省　施工区間

国土交通省

施工区間

国土交通省

施工区間
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①-６　海岸防災林の復旧状況と今後の予定（宮城県沿岸）

２，今後の予定
　被災した七ヶ浜町から山元町の海岸防災林（約1,100ha、約40km）のうち、瓦礫置場等に利
用している区域を除いた仙台市から山元町における海岸防災林（約290ha、約12km）の生育基
盤盛土について、第２四半期までに発注完了予定。
　気仙沼市、東松島市の海岸防潮施設（約5km）については、詳細設計中であり、準備整い次第発
注予定。

１，海岸防災林復旧状況

【東北森林管理局】

気仙沼市三島国有林

１

2

3

１ ３ 仙台市田ノ神国有林２ 東松島市新堀向国有林

　気仙沼市、東松島市における海岸防潮施設の流失・倒壊等の被災による浸水等防止のため、大型
土のう積による応急対策および七ヶ浜町から山元町における海岸防災林の一部について、生育基盤
盛土の準備として、ガレキ・倒木等の撤去を実施。

宮城県
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②　排水施設の復旧状況と今後の予定 【東北農政局】

２，今後の予定
河川の改修計画、都市の排水計画等の復興計画と調整した上で、24年中に追加の１機場を含

む１６排水機場の工事を発注し、安全な地域排水と営農の再開に向け、1日も早い復旧を目指す。

１，排水機場の復旧状況
直轄災害復旧事業として国営事業完了地区及び宮城県知事から代行申

請のあった仙台東地区の復旧を実施中。

①被災時の状況
・沿岸部の排水機場のほとんどは、津波によりエンジンやモーター

が海水に浸り、また土砂が吸い込まれ機能が停止。津波により排

水機場全体が流失したり、建屋が損壊した機場もあった。

・地盤沈下の影響により排水機能は大きく低下。

②応急復旧の過程
・国営事業で造成した排水機場は、ポンプ設備などの機能点検を行

い、流失した１機場を除く1０機場すべてを23年９月までに応

急修理し、排水機能を回復。

・仙台東地区の４排水機場については本年６月までに応急復旧工事

により排水機能を回復。

③本格的な復旧に向けての状況
・応急復旧したポンプによって当面の排水機能を確保しつつ、隣接

地等に新たな排水機場を復旧。

・新たな排水機場は、地盤沈下により低下した自然排水能力を補う

ため、排水能力を増強して復旧。

○被災後の大堀排水機場（仙台東地区） ○被災後の二郷堀排水機場（仙台東地区）

○応急復旧工事中の大堀排水機場 ○応急復旧中の二郷堀排水機場
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③　浸水リスクマップの更新（宮城県沿岸）

排水関連施設の復旧状況
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～
県
境

稼
働
率
（
％
）

H23.5末 H23.8末 H24.5末

※稼働率は　復旧排水能力／東日本大震災前の排水可能能力×100%　です。

81% 81%

98%
93%

75%

89%

54%

　東日本大震災化から約１年が経過し、各機関の取り組みにより排水機場など施設復旧は確実に前進しており、震災
直後は約２０％であった排水能力は、平成２４年５月末時点で８１％まで復旧している。しかし、依然として浸水し
やすい状況であることから、復旧進捗の段階毎に「浸水リスクマップ」を作成し、関係機関への配布及び東北地方整
備局のホームページで公開していく。
　引き続き、「浸水情報メール」によるリアルタイム情報と併せて、浸水に対する迅速な対応、緊急時の水防活動、
避難情報の発信等、浸水時の対応を検討する際の参考として活用できるよう情報発信を行っていく。
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浸水リスクマップ② 200mm/24hの雨が降った場合 【定川～旧北上川】（石巻市）

説明文

１．この浸水リスクマップは、定川から旧北上川の区間における沿岸域にお
いて、排水機場等の現段階（H24.5末時点）の排水量をもとに、200mm/24h
の雨が降ったことにより、旧北上川、定川等への排水が十分出来なかった
場合に想定される浸水の状況をシミュレーションにより求めたものです。

２．なお、このシミュレーションの実施に当たっては、旧北上川・定川・北上運
河等河川からのはん濫、高潮によるはん濫等を考慮していませんので、
浸水の想定されない区域においても、浸水が発生する場合があります。

３．計算条件等
・ 航空レーザ計測データ

（計測日H23. 4. 5, 5mメッシュ、一部データを補正）
・ 排水能力等（管理者聞き取り H24.5末時点）
・ 潮位（鮎川港H14.7.11 最高潮位：TP0.961m）
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１．この浸水リスクマップは、定川から旧北上川の区間における沿岸域にお
いて、排水機場等の現段階（H24.5末時点）の排水量をもとに、200mm/24h
の雨が降ったことにより、旧北上川、定川等への排水が十分出来なかった
場合に想定される浸水の状況をシミュレーションにより求めたものです。

２．なお、このシミュレーションの実施に当たっては、旧北上川・定川・北上運
河等河川からのはん濫、高潮によるはん濫等を考慮していませんので、
浸水の想定されない区域においても、浸水が発生する場合があります。

３．計算条件等
・ 航空レーザ計測データ
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真
野

川

石
巻
港

PP

PP

PP

三
陸
自
動
車
道

PP

S

S
S

凡 例

排水機場稼働状況

(H24.5月末時点)
全台稼働

一部稼働

稼動停止P

P

P

水門等状況

操作不能

操作可能

浸水深

（R=200mm/24h）
；水深0.0～0.5m

；水深0.5～1.0m

；水深1.0～1.5m

；水深1.5～2.0m

；水深2.0m以上

：津波浸水範囲 ：仮設ポンプ等

S ：浸水センサー

凡 例

排水機場稼働状況

(H24.5月末時点)
全台稼働

一部稼働

稼動停止P

P

P

排水機場稼働状況

(H24.5月末時点)
全台稼働

一部稼働

稼動停止P

P

P

水門等状況

操作不能

操作可能

水門等状況

操作不能

操作可能

浸水深

（R=200mm/24h）
；水深0.0～0.5m

；水深0.5～1.0m

；水深1.0～1.5m

；水深1.5～2.0m

；水深2.0m以上

浸水深

（R=200mm/24h）
；水深0.0～0.5m

；水深0.5～1.0m

；水深1.0～1.5m

；水深1.5～2.0m

；水深2.0m以上

：津波浸水範囲：津波浸水範囲 ：仮設ポンプ等：仮設ポンプ等

S ：浸水センサーS ：浸水センサー

③　浸水リスクマップの更新（宮城県沿岸）

下記は、平成２４年５月３０日時点の浸水リスクマップのイメージを添付
詳細な資料に関しては、別途配布
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④ 排水ポンプ車及び仮設ポンプの配備状況 【東北農政局・東北地方整備局】

排水ポンプ車

仮設ポンプ

○排水ポンプ車及び仮設ポンプの配備に関しては、排水施設の能力回復を判断し、編成を行い、常に一定の安
全度を維持する体制を確保しています。

※沿岸域低平地の排水対策のため配備されている排水ポンプ
車に関しては、他地方の整備局の応援も頂いています。

※上記以外にも災害に備え仙台市内に災害応急ポンプを保
有しています。

東北農政局

市町村 石巻市
種類 仮設ポンプ
排水能力 ５m3/min （　６台）
排水能力合計 30m3/min

市町村 仙台市
種類 仮設ポンプ
排水能力 ５m3/min （３2台）
排水能力合計 160m3/min

市町村 亘理町
種類 仮設ポンプ
排水能力 ５m3/min （   ４台）
排水能力合計 20m3/min

種類 排水ポンプ車
排水能力 30m3/min （１４台）
排水能力 45m3/min （   １台）
排水能力 60m3/min （   ６台）
排水能力合計 825m3/min（  21台）

東北地方整備局
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■ 排水ポンプ車出動状況

台数はのべ台

1

1
石巻市

石巻市不動沢第二

石巻市富士川

石巻市月浜第二水門

石巻市不動沢第一

石巻市眼鏡筒

1

出動要請地先名

1

1

合計

1

9

1

要請者

仙台市

石巻市折立地内

仙台市蒲生東屋敷添

石巻市横川

1

1

台数

石巻市貞山地内(横堤排水機場）

④ 平成24年5月３日 宮城県沿岸域における排水ポンプ車対応状況 【東北地方整備局】

石巻市折立地内排水状況

石巻市へ（６台：のべ８台）

仙台市へ（１台）

折立地内排水現場全景

※本資料は、5月3日低気圧に伴う宮城県沿岸における排水ポンプ車の出動状況のみ整理をしたものです。

台数は延べ台数

ポンプ車規格 排水先 期間 排水稼働時間

30m3/min 旧北上川 5/3～5/5 約32時間

30m3/min 旧北上川 5/3～5/5 約42時間

30m3/min 北上川 5/4～5/7 約76時間

30m3/min 北上川 5/3～5/5 約58時間

30m3/min 北上川 5/3 約15時間

30m3/min 北上運河 5/4 約　6時間

30m3/min 北上運河 5/4～5/5 約25時間

30m3/min 海(万石浦） 5/4～5/5 約18時間

30m3/min 七北川 5/3～5/4 約12時間

約284時間

七北田川

21



　

２，仙台管区気象台からの情報提供① 【仙台管区気象台】
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２，仙台管区気象台からの情報提供① 【仙台管区気象台】
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２，仙台管区気象台からの情報提供② 【仙台管区気象台】
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３，環境等に関する配慮事項の動向 [宮城県沿岸域河口部・海岸施設復旧 環境等へ配慮方針の検討] 【東北地方整備局】

○宮城県沿岸域の施設復旧にあたっては海岸堤防と河口部堤防が一連効果を発現する整備を短
期間（概ね５年）で整備。
○短期間整備による景観や環境などへの影響や配慮不足が懸念。
○環境等への配慮事項の検討を行う「宮城県沿岸域河口部・海岸施設復旧における環境等検討
委員会」を設置。

Ｈ２７

・

Ｈ２６

H25

完成後
約５年

H24

Ｈ２３

地区懇談会検討委員会災害復旧工事年度

重
要
保
全
対
象
地
区

の
堤
防
復
旧

そ
の
他
の
地
区

の
堤
防
復
旧

海岸

施
設
管
理
・モ
ニ
タ
リ
ン
グ

［検討内容］

各地区の具体
的な復旧方針

施工（管理）上
の課題解決

3地区で設置

・三陸南沿岸
・石巻海岸
・仙台湾南部

概ね2年 環境等への配
慮すべき事項

の検討

施
工
に
関
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
の
評
価
・
改
善
案
の
検
討

検討の背景 検討スケジュール

委員会・地区懇談会の検討内容と役割

石巻海岸

仙台南部海岸

三陸南沿岸 委
員
会
検
討
範
囲

「河川海岸構造物の復旧における景観検討会」（本省）
～H23.10

河川・海岸構造物の復旧における景観配慮の手引き

「宮城県沿岸域河口部・海岸施設復旧に
おける環境等検討委員会」 H23.11.25設置

三陸南沿岸 石巻海岸 仙台湾南部海岸

景観への配慮事項

各現場の復旧（計画・施工・管理）

景観・環境・利用
の配慮すべき事項 報告・助言

各現場の具体的
な対応方針 相談・アドバイス

地区懇談会
現場に則した
検討

検討委員会

○環境等への配慮すべき事項
に係る基本的な考え方
・第１回 H23.11.25
・第2回 H24.2.9
・第3回 H24.3.7

○施工に関する配慮事項
の検討（フォローアップ）
・H24～Ｈ２７

○管理・モニタリング
・Ｈ２４～復旧完了５年程度

地区懇談会

○仙台南部海岸地区
・H23.12.9設置
・H23.12.22 第2回開催
・H24.3.16 第3回開催

○三陸南沿岸・石巻海岸地区
・H24.3.30設置
・H24.5.9第1回開催

開催状況

委員会の役割
○災害復旧にあてって「景観」「環境」「利用」に配慮すべき事項にかかる基本的な考え方のとりまとめ
・景観→「景観配慮の手引き」（本省版）を踏まえた宮城県沿岸域における景観配慮事項の検討
・環境→継続的な環境モニタリング手法や施工上配慮すべき事項の検討
・利用→将来の海岸利用を踏まえた海岸利用施設整備の配慮事項の検討

○各地区懇談会の報告（課題）に対する助言
○地区懇談会による検討内容の情報共有

懇談会の役割
○「景観」「環境」「利用」に関する各復旧地区の具体的な対応の検討
○各復旧地区で発生した問題解決のための助言等

環境等へ配慮すべき基
本的な考え方の検討

現場での適用
イメージ 今後の予定：

○宮城県沿岸域河口部・海岸施設復旧における環境等への配慮
の手引きについて６月中配布予定。
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４，粘り強く効果を発揮する海岸堤防の構造検討について 【東北地方整備局】
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